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clear lisp eid
ASA EIDテーブルを表示するには、特権 EXECモードで clear lisp eidコマンドを使用します。

clear lisp eid [ ip_address ]

構文の説明 指定した IPアドレスをEIDテーブルから削除します。ip_address

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.5(2)

使用上のガイドライン ASAは、EIDとサイト IDを関連付けるEIDテーブルを保持します。clear lisp eidコマンドは、
テーブルの EIDエントリをクリアします。

クラスタフローモビリティの LISPインスペクションについて

ASAは、場所の変更について LISPトラフィックを検査し、シームレスなクラスタリング操作
のためにこの情報を使用します。LISPの統合により、ASAクラスタメンバーは、最初のホッ
プルータと ETRまたは ITRとの間で渡される LISPトラフィックを検査し、その後、フロー
の所有者を新しいサイトへ変更できます。

クラスタフローモビリティには複数の相互に関連する設定が含まれています。

1. （オプション）ホストまたはサーバーの IPアドレスに基づく検査される EIDの限定：最
初のホップルータは、ASAクラスタが関与していないホストまたはネットワークに関す
る EID通知メッセージを送信することがあるため、EIDをクラスタに関連するサーバーま
たはネットワークのみに限定することができます。たとえば、クラスタが 2つのサイトの
みに関連しているが、LISPは 3つのサイトで稼働している場合は、クラスタに関連する 2
つのサイトの EIDのみを含めます。policy-map type inspect lisp、allowed-eid,および
validate-keyコマンドを参照してください。
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2. LISPトラフィックのインスペクション：ASAは、最初のホップルータと ITRまたは ETR
間で送信された EID通知メッセージに関して LISPトラフィックを検査します。ASAは
EIDとサイト IDを相関付ける EIDテーブルを維持します。たとえば、最初のホップルー
タの送信元 IPアドレスと ITRまたは ETRの宛先アドレスをもつ LISPトラフィックを検査
する必要があります。inspect lispコマンドを参照してください。

3. 指定されたトラフィックでのフローモビリティを有効にするサービスポリシー：ビジネ
スクリティカルなトラフィックでフローモビリティを有効にする必要があります。たとえ

ば、フローモビリティを、HTTPSトラフィックのみに制限したり、特定のサーバとの間
でやり取りされるトラフィックのみに制限したりできます。cluster flow-mobility lispコマ
ンドを参照してください。

4. サイト ID：ASAは各クラスタユニットのサイト IDを使用して、新しい所有者を判別しま
す。site-idコマンドを参照してください。

5. フローモビリティを有効にするクラスタレベルの設定：クラスタレベルでもフローモビ
リティを有効にする必要があります。このオン/オフの切り替えを使用することで、特定の
クラスのトラフィックまたはアプリケーションに対してフローモビリティを簡単に有効ま

たは無効にできます。flow-mobility lispコマンドを参照してください。

関連コマンド 説明コマンド

IPアドレスに基づいて検査される EIDを限定します。allowed-eids

フローモビリティカウンタをクリアします。clear cluster info flow-mobility counters

ASA EIDテーブルから EIDを削除します。clear lisp eid

サービスポリシーのフローモビリティを有効にします。cluster flow-mobility lisp

クラスタのフローモビリティを有効にします。flow-mobility lisp

LISPトラフィックを検査します。inspect lisp

LISP検査をカスタマイズします。policy-map type inspect lisp

クラスタシャーシのサイト IDを設定します。site-id

LISP検査用の ASPテーブルを表示します。show asp table classify domain
inspect-lisp

フローモビリティカウンタを表示します。show cluster info flow-mobility counters

LISPフローモビリティの対象となるトラフィックを表
示します。

show conn

ASA EIDテーブルを表示します。show lisp eid

サービスポリシーを表示します。show service-policy
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説明コマンド

LISPメッセージを検証するための事前共有キーを入力し
ます。

validate-key
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clear local-host（廃止）
接続制限や初期接続制限など、クライアントごとの実行時状態を再初期化するには、特権EXEC
モードで clear local-hostコマンドを使用します。

clear local-host [ ip_address ] [ all ] [ zone [ zone_name ] ]

構文の説明 （任意）to-the-boxトラフィックを含む、すべての接続をクリアします。all
キーワードを指定しない場合は、through-the-boxトラフィックだけがクリア
されます。

all

（任意）ローカルホストの IPアドレスを指定します。ip_address

（オプション）ゾーン接続を指定します。zone [zone_name
]

コマンドデフォルト すべての through-the-box実行時状態をクリアします。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

zoneキーワードが追加されました。9.3(2)

このコマンドは廃止されました。ローカルアドレスへの接続をクリアするには、

clear conn addressコマンドを使用します。

9.16(1)

使用上のガイドライン コンフィギュレーションに対してセキュリティポリシーの変更を加えた場合は、すべての新し

い接続で新しいセキュリティポリシーが使用されます。既存の接続では、その接続が確立され

た時点で設定されていたポリシーの使用が続行されます。すべての接続で新しいポリシーが確

実に使用されるようにするには、clear local-hostコマンドを使用して、現在の接続を切断し、
新しいポリシーを使用して再接続できるようにする必要があります。または、さらにきめ細か

く接続をクリアするための clear connコマンドや、ダイナミック NATを使用する接続用の
clear xlateコマンドを使用できます。
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clear local-hostコマンドは、ホストライセンス制限からホストを解放します。ライセンス制限
にカウントされているホストの数は、show local-hostコマンドを入力して確認できます。

例 次に、10.1.1.15のホストの実行時状態および関連する接続をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear local-host 10.1.1.15

関連コマンド 説明コマンド

あらゆる状態の接続を切断します。clear conn

ダイナミック NATセッションおよび NATを使用しているすべての接続をク
リアします。

clear xlate

ローカルホストのネットワーク状態を表示します。show
local-host
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clear logging asdm
ASDMロギングバッファをクリアするには、特権 EXECモードで clear logging asdm コマンド
を使用します。

clear logging asdm

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドは、clear pdm loggingコマンドから clear asdm logコマンドに変更さ
れました。

7.0(1)

使用上のガイドライン ASDMシステムログメッセージは、ASAのシステムログメッセージとは別のバッファに格納
されます。ASDMロギングバッファをクリアすると、ASDMシステムログメッセージだけが
クリアされます。ASAのシステログメッセージはクリアされません。ASDMシステムログメッ
セージを表示するには、show asdm logコマンドを使用します。

例 次に、ASDMロギングバッファをクリアする例を示します。

ciscoasa(config)# clear logging asdm
ciscoasa(config)#

関連コマンド 説明コマンド

ASDMロギングバッファの内容を表示します。show asdm
log_sessions
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clear logging buffer
ログバッファをクリアするには、特権 EXECモードで clear logging bufferコマンドを使用しま
す。

clear logging buffer

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次の例では、ログバッファの内容をクリアする方法を示します。

ciscoasa
#
clear logging buffer

関連コマンド 説明コマンド

ログバッファを設定します。logging
buffered

ロギング情報を表示します。show logging
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clear logging counter
ログに記録されたカウンタと統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear logging
counterコマンドを使用します。

clear logging counter { all | console | monitor | buffer | trap | asdm | mail }

構文の説明 指定されたロギングの宛先に対するカウンタと統計情報をクリアします。すべてのロ

ギングの宛先に関する統計情報をクリアするには、allを指定します。オプションで、
console、monitor、buffer、trap、asdm、mailの統計情報をクリアする宛先を指定で
きます。

counter

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.14(1)

使用上のガイドライン show logging コマンドは、ASAで設定された各ロギングカテゴリについてログに記録された
メッセージの統計を提供します。これらの統計情報/カウンタをクリアするには、clear logging
counterコマンドを使用します。

例 次の例では、ログに記録されたメッセージのカウンタをクリアする方法について示し

ます。

ciscoasa
#
clear logging counter all

関連コマンド 説明コマンド

ロギング情報を表示します。show
logging
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clear logging queue bufferwrap
保存されたログバッファ（ASDM、内部、FTP、およびフラッシュ）をクリアするには、特権
EXECモードで clear logging queue bufferwrapコマンドを使用します。

clear logging queue bufferwrap

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.2(1)

例 次に、保存されているログバッファの内容をクリアする例を示します。

ciscoasa
#
clear logging queue bufferwrap

関連コマンド 説明コマンド

ログバッファを設定します。logging
buffered

ロギング情報を表示します。show logging
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clear mac-address-table
ダイナミックMACアドレステーブルエントリをクリアするには、特権 EXECモードで clear
mac-address-tableコマンドを使用します。

clear mac-address-table [ interface_name ]

構文の説明 （任意）選択したインターフェイスのMACアドレステーブルエントリをクリ
アします。

interface_name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応—特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、ダイナミックMACアドレステーブルのエントリをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear mac-address-table

関連コマンド 説明コマンド

スタティック ARPエントリを追加します。arp

ファイアウォールモードをトランスペアレントに設定します。firewall transparent

ダイナミックMACアドレスエントリのタイムアウトを設定し
ます。

mac-address-table aging-time

MACアドレスラーニングをディセーブルにします。mac-learn

MACアドレステーブルのエントリを表示します。show mac-address-table
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clear memory appcache-threshold
memory appcache-thresholdのヒットカウントをクリアするには、特権 EXECモードで clear
memory appcache-thresholdコマンドを使用します。

clear memory appcache-threshold

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。9.10(1)

使用上のガイドライン アプリケーションキャッシュのしきい値に達するたびに、カウンタは1ずつ増加します。clear
memory appcache-thresholdコマンドは、メモリアプリケーションキャッシュのしきい値の
ヒットカウントをクリアし、0にリセットします。

例 次に、memory appcache-thresholdのヒットカウントをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear memory appcache-threshold

関連コマンド 説明コマンド

特定のメモリしきい値に達した後のアプリケーション

キャッシュの割り当てを制限するには、memory
appcache-thresholdを有効にします。

memory appcache-threshold enable

メモリ appcacheしきい値のステータスとヒット数を表示し
ます。

show memory appcache-threshold
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clear memory delayed-free-poisoner
delayed free-memory poisonerツールのキューと統計情報をクリアするには、特権 EXECモード
で clear memory delayed-free-poisoner コマンドを使用します。

clear memory delayed-free-poisoner

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear memory delayed-free-poisoner コマンドは、 delayed free-memory poisonerツールのキュー
で保持されているすべてのメモリを検証せずにシステムに戻し、関連する統計情報カウンタを

クリアします。

例 次に、delayed free-memory poisonerツールのキューと統計情報をクリアする例を示しま
す。

ciscoasa# clear memory delayed-free-poisoner

関連コマンド 説明コマンド

delayed free-memory poisonerツールをイネーブルにしま
す。

memory delayed-free-poisoner enable

delayed free-memory poisonerツールのキューを検証しま
す。

memory delayed-free-poisoner validate

delayed free-memory poisonerツールのキューの使用状況
に関する要約を表示します。

show memory delayed-free-poisoner
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clear memory profile
メモリプロファイリング機能によって保持されるメモリバッファをクリアするには、特権EXEC
モードで clear memory profileコマンドを使用します。

clear memory profile [ peak ]

構文の説明 （任意）ピークメモリバッファの内容をクリアします。peak

コマンドデフォルト デフォルトでは、現在「使用されている」プロファイルバッファをクリアします。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応—•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear memory profileコマンドは、プロファイリング機能によって保持されているメモリバッ
ファを解放します。したがって、プロファイリングは、クリアされる前に停止している必要が

あります。

例 次に、プロファイリング機能によって保持されているメモリバッファをクリアする例

を示します。

ciscoasa# clear memory profile

関連コマンド 説明コマンド

メモリ使用状況（メモリプロファイリング）のモニタリングをイネー

ブルにします。

memory profile
enable

プロファイルするメモリのテキスト範囲を設定します。memory profile text

ASAのメモリ使用状況（プロファイリング）に関する情報を表示しま
す。

show memory profile
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clear mfib counters
MFIBルータパケットカウンタをクリアするには、特権 EXECモードで clear mfib countersコ
マンドを使用します。

clear mfib counters [ group [ source ] ]

構文の説明 （任意）マルチキャストグループの IPアドレスです。group

（任意）マルチキャストルート送信元の IPアドレスです。これは、4分割ドット付き
10進表記のユニキャスト IPアドレスです。

source

コマンドデフォルト このコマンドを引数なしで使用した場合、すべてのルートのルートカウンタがクリアされま

す。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、すべてのMFIBルータパケットカウンタをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear mfib counters

関連コマンド 説明コマンド

MFIBルートおよびパケットカウントデータを表示します。show mfib
count

clear l – clear z
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clear l – clear z
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clear module
ASA上の SSCMに関する情報、ASA 5505上の SSCに関する情報、ASA 5585-Xにインストー
ルされた SSPに関する情報、ASA 5585-Xにインストールされた IPS SSPに関する情報、ASA
サービスモジュールに関する情報、およびシステム情報をクリアするには、特権EXECモード
で clear moduleコマンドを使用します。

clear module [ mod_id | slot ] [ all | [ details | recover | log [ console ] ] ]

構文の説明 （デフォルト）すべての SSM情報をクリアします。all

（オプション）モジュールのコンソールログ情報をクリアします。console

（オプション）（たとえばASA-SSM-x0など）のリモート管理コンフィギュレーショ
ンを含め、追加情報をクリアします。

details

（オプション）モジュールのログ情報をクリアします。log

IPSなどのソフトウェアモジュールで使用されるモジュール名をクリアします。mod_id

（オプション）SSMについて、hw-module module recoverコマンドの設定をクリア
します。

recoverキーワードが有効になるのは、hw-module module recoverコマンド
に configureキーワードを使用して SSMのリカバリコンフィギュレーショ
ンを作成した場合のみです。

（注）

（オプション）ASA5512-X、5515-X、5525-X、5545-X、または 5555-Xにインストー
ルされた IPSモジュールについて、sw-module module mod_id recover configure image
image_locationコマンドの設定をクリアします。

recover

モジュールのスロット番号を指定します。0または 1のいずれかになります。slot

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

clear l – clear z
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clear l – clear z
clear module



コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

SSCのサポートが追加されました。8.2(1)

ASA 5585-Xと ASA 5585-X上の IPS SSPのサポートが追加されました。8.2(5)

デュアル SSPインストールのサポートが追加されました。8.4(2)

ASASMのサポートが追加されました。8.5(1)

ASA 5512-X、5515-X、5525-X、5545-X、および 5555-Xのサポートが追加されまし
た。

8.6(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、SSC、SSM、ASASM、IPS SSP、デバイスインターフェイス、および組み込
みインターフェイスに関する情報をクリアします。

例 次に、SSMのリカバリ設定をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear module 1 recover

関連コマンド 説明コマンド

リカバリイメージを TFTPサーバーからロードして、SSMを回
復します。

hw-module module recover

SSMをシャットダウンし、ハードウェアリセットを実行します。hw-module module reset

SSMソフトウェアをリロードします。hw-module module reload

コンフィギュレーションデータを失わずに電源を切る準備をし

て、SSMソフトウェアをシャットダウンします。
hw-module module shutdown

SSM情報を表示します。show module

clear l – clear z
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clear l – clear z
clear module



clear nac-policy
NACポリシーの使用状況の統計情報をリセットするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで clear nac-policy コマンドを使用します。

clear nac-policy [ nac-policy-name ]

構文の説明 （任意）使用状況の統計情報をリセットするNACポリシーの名前。nac-policy-name

コマンドデフォルト 名前を指定しない場合、CLIは、すべてのNACポリシーに関する使用状況の統計情報をリセッ
トします。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応——•対応•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(2)

例 次に、framework1という名前の NACポリシーの使用状況の統計情報をリセットする
例を示します。

ciscoasa
(config)#

clear nac-policy framework1

次に、NACポリシーの使用状況の統計情報をすべてリセットする例を示します。

ciscoasa
(config)#

clear nac-policy

clear l – clear z
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clear l – clear z
clear nac-policy



関連コマンド 説明コマンド

ASAでの NACポリシー使用状況の統計情報を表示します。show nac-policy

IPsec、WebVPN、およびNACセッションの数を表示します。show vpn-session_summary.db

NACの結果を含む、VPNセッションの情報を表示します。show vpn-session.db

clear l – clear z
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clear nat counters
NATポリシーカウンタをクリアするには、グローバルコンフィギュレーションモードで clear
nat countersコマンドを使用します。

clear nat counters [ src_ifc [ src_ip [ src_mask ] ] [ dst_ifc [ dst_ip [ dst_mask ] ] ] ]

構文の説明 （任意）フィルタリングする宛先インターフェイスを指定します。dst_ifc

（任意）フィルタリングする宛先 IPアドレスを指定します。dst_ip

（任意）宛先 IPアドレスのマスクを指定します。dst_mask

（任意）フィルタリングする送信元インターフェイスを指定します。src_ifc

（オプション）フィルタリングする送信元 IPアドレスを指定します。src_ip

（オプション）送信元 IPアドレスのマスクを指定します。src_mask

コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(4)

例 次に、NATポリシーカウンタをクリアする例を示します。

ciscoasa(config)# clear nat counters

clear l – clear z
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関連コマンド 説明コマンド

別のインターフェイス上にあるマップ済みアドレスに変換する、インター

フェイス上のアドレスを識別します。

nat

NAT設定要件をイネーブルまたはディセーブルにします。nat-control

プロトコルスタックカウンタを表示します。show nat counters

clear l – clear z
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clear nve
NVE送信元インターフェイス統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear nveコマ
ンドを使用します。

clear nve 1

構文の説明 NVEインスタンスを指定します（常に1）。1

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.4(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、NVEインターフェイスのパラメータ、ステータス、および統計情報とキャ
リアインターフェイスのステータス、この NVEを VXLAN VTEPとして使用する VNI、なら
びにこのNVEインターフェイスに関連付けられているピアVTEPIPアドレスをクリアします。

例 次に、NVEインターフェイスの統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear nve 1

関連コマンド 説明コマン

ド

NVEインターフェイスのパラメータ、ステータス、および統計情報とキャリアイ
ンターフェイス（送信元インターフェイス）のステータス、この NVEを VXLAN
VTEPとして使用するVNI、ならびにこのNVEインターフェイスに関連付けられて
いるピア VTEP IPアドレスを表示します。

show
nve

clear l – clear z
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clear object
ネットワークサービスオブジェクトのヒットカウントをクリアするには、特権 EXECモード
で clear objectコマンドを使用します。

clear object [ id object_name | network-service ]

構文の説明 （オプション）指定したネットワークサービスオブジェクトのカウ

ンタをクリアします。大文字と小文字が区別されます。たとえば、

「object-name」は「Object-Name」と一致しません。

id name

（オプション）すべてのネットワークサービスオブジェクトのカウ

ンタをクリアします。このアクションは、コマンドでパラメータを指

定しない場合と同じです。

network-service

コマンドデフォルト パラメータを指定しない場合、すべてのオブジェクトのヒットカウントがクリアされます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.17(1)

例

次に、すべてのオブジェクトのヒットカウントをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear object

関連コマンド 説明コマンド

ネットワークサービスオブジェクトとそのヒットカウントを表示し

ます。

show object

clear l – clear z
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clear object-group
ネットワークオブジェクトグループのオブジェクトのヒットカウントをクリアするには、特

権 EXECモードで clear object-groupコマンドを使用します。

clear object-group [ object_group_name ]

構文の説明 カウンタをクリアするオブジェクトグループの名前。名前を指定しない場

合、すべてのオブジェクトグループのカウンタがクリアされます。

object_group_name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.3(1)

ネットワークサービスオブジェクトで動作するようにコマンドが拡張されました。9.17(1)

例 次に、「Anet」という名前のネットワークオブジェクトグループのネットワークオ
ブジェクトヒットカウントをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear object-group Anet

関連コマンド 説明コマンド

オブジェクトグループの情報とヒットカウントを表示します。show object-group

clear l – clear z
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clear ospf
OSPFプロセス情報をクリアするには、特権EXECモードで clear ospfコマンドを使用します。

clear ospf [ pid ] { process counters }

構文の説明 OSPFカウンタをクリアします。counters

（任意）OSPFルーティングプロセスの内部使用の IDパラメータ。有効な値は、1
～ 65535です。

pid

OSPFルーティングプロセスを再起動します。process

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、コンフィギュレーションのいずれの部分も削除しません。コンフィギュレー

ションから特定のコマンドをクリアするには、このコンフィギュレーションコマンドの no形
式を使用します。または、コンフィギュレーションからすべてのグローバルOSPFコマンドを
削除するには、 clear configure router ospfコマンドを使用します。

clear configure router ospfコマンドは、インターフェイスコンフィギュレーションモー
ドで入力された OSPFコマンドをクリアしません。

（注）

例 次に、OSPFネイバーカウンタをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear ospf counters

clear l – clear z
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関連コマンド 説明コマンド

実行コンフィギュレーションからすべてのグローバルルータコマンド

をクリアします。

clear configure
router

clear l – clear z
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clear path-monitoring
インターフェイスのパスモニタリング設定をクリアするには、clear path-monitoringコマンド
を使用します。

clear path-monitoring [ interface name ]

構文の説明 指定されたインターフェイスで設定されたパスモニタリング設定を削

除します。

Interface name

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。9.18(1)

例

次に、outside1インターフェイスのパスモニタリング設定をクリアする例を示します。

> clear path-montoring outside1

関連コマンド 説明コマンド

パスモニタリングメトリック情報を表示します。show path-monitoring

clear l – clear z
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clear pclu
PC論理更新統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear pcluコマンドを使用しま
す。

clear pclu

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、PC情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear pclu

clear l – clear z
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clear phone-proxy secure-phones
電話プロキシデータベース内のセキュアフォンエントリをクリアするには、特権EXECモード
で clear phone-proxy secure-phonesコマンドを使用します。

clear phone-proxy secure-phones [ mac_address | noconfirm ]

構文の説明 電話プロキシデータベースから、指定したMACアドレスを持つ IPフォンを削
除します。

mac_address

確認プロンプトなしで、電話プロキシデータベース内のすべてのセキュアフォ

ンエントリを削除します。noconfirmキーワードを指定しない場合は、すべての
セキュアフォンエントリを削除するかどうかを確認するプロンプトが表示されま

す。

noconfirm

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.2(1)

使用上のガイドライン セキュアフォンによって起動時に必ず CTLファイルが要求されるため、電話プロキシは、電
話をセキュアとしてマークするデータベースを作成します。セキュアフォンデータベースのエ

ントリは、設定された指定タイムアウト後に（ timeout secure-phonesコマンドを介して）削
除されます。あるいは、clear phone-proxy secure-phonesコマンドを使用して、設定したタイ
ムアウトを待たずに Phone Proxyデータベースをクリアできます。

例 次に、電話プロキシデータベース内のセキュアエントリをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear phone-proxy secure-phones 001c.587a.4000

clear l – clear z
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関連コマンド 説明コマンド

アイドルタイムアウトを設定します。この時間を経過すると、電話プ

ロキシデータベースからセキュアフォンエントリが削除されます。

timeout
secure-phones

clear l – clear z
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clear pim counters
PIMトラフィックカウンタをクリアするには、特権 EXECモードで clear pim countersコマン
ドを使用します。

clear pim counters

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、トラフィックカウンタだけをクリアします。PIMトポロジテーブルをクリ
アするには、 clear pim topologyコマンドを使用します。

例 次に、PIMトラフィックカウンタをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear pim counters

関連コマンド 説明コマンド

リセット時のMRIB同期を必須にします。clear pim reset

PIMトポロジテーブルをクリアします。clear pim
topology

PIMトラフィックカウンタを表示します。show pim traffic

clear l – clear z
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clear pim group-map
グループからのランデブーポイント（RP）へのマッピングエントリを RPマッピングキャッ
シュから削除するには、clear pim group-mapコマンドを使用します。

clear pim group-map [ rp-address ]

構文の説明 ランデブーポイントのマッピングアドレス。rp-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。9.5(2)

例 次に、RPアドレス 23.23.23.2のグループから RPへのマッピングのエントリを削除す
る例を示します。

ciscoasa(config)# sh pim group-map
Group Range Proto Client Groups RP address Info

224.0.1.39/32* DM static 0 0.0.0.0
224.0.1.40/32* DM static 0 0.0.0.0
224.0.0.0/24* L-Localstatic 1 0.0.0.0
232.0.0.0/8* SSM config 0 0.0.0.0
224.0.0.0/4* SM config 0 9.9.9.9 RPF: ,0.0.0.0
224.0.0.0/4 SM BSR 0 23.23.23.2 RPF: Gi0/3,23.23.23.2
ciscoasa(config)# clear pim group-map 23.23.23.2
ciscoasa(config)# sh pim group-map
Group Range Proto Client Groups RP address Info

224.0.1.39/32* DM static 0 0.0.0.0
224.0.1.40/32* DM static 0 0.0.0.0
224.0.0.0/24* L-Localstatic 1 0.0.0.0
232.0.0.0/8* SSM config 0 0.0.0.0
224.0.0.0/4* SM config 0 9.9.9.9 RPF: ,0.0.0.0
224.0.0.0/4 SM static 0 0.0.0.0 RPF: ,0.0.0.0

clear l – clear z
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関連コマンド 説明コマンド

PIMカウンタおよび統計情報をクリアします。clear pim
counters

PIMトポロジテーブルをクリアします。clear pim
topology

PIMトラフィックカウンタをクリアします。clear pim
counters

clear l – clear z
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clear pim reset
リセットによってMRIB同期を強制するには、特権 EXECモードで clear pim resetコマンドを
使用します。

clear pim reset

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン トポロジテーブルのすべての情報がクリアされ、MRIB接続がリセットされます。このコマン
ドは、PIMトポロジテーブルとMRIBデータベース間の状態を同期するために使用できます。

例 次に、トポロジテーブルをクリアし、MRIB接続をリセットする例を示します。

ciscoasa# clear pim reset

関連コマンド 説明コマンド

PIMカウンタおよび統計情報をクリアします。clear pim
counters

PIMトポロジテーブルをクリアします。clear pim
topology

PIMトラフィックカウンタをクリアします。clear pim
counters

clear l – clear z
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clear pim topology
PIMトポロジテーブルをクリアするには、特権 EXECモードで clear pim topologyコマンドを
使用します。

clear pim topology [ group ]

構文の説明 （任意）トポロジテーブルから削除するマルチキャストグループのアドレスまたは名

前を指定します。

group

コマンドデフォルト オプションのgroup引数を指定しない場合、トポロジテーブルからすべてのエントリがクリア
されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、PIMトポロジテーブルから既存の PIMルートをクリアします。IGMPロー
カルメンバーシップなど、MRIBテーブルから取得した情報は保持されます。マルチキャスト
グループを指定した場合は、それらのグループエントリだけがクリアされます。

例 次に、PIMトポロジテーブルをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear pim topology

関連コマンド 説明コマンド

PIMカウンタおよび統計情報をクリアします。clear pim
counters

リセット時のMRIB同期を必須にします。clear pim reset

clear l – clear z
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説明コマンド

PIMトラフィックカウンタをクリアします。clear pim
counters

clear l – clear z
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clear priority-queue statistics
任意のインターフェイスまたは設定されたすべてのインターフェイスのプライオリティキュー

統計情報カウンタをクリアするには、グローバルコンフィギュレーションモードまたは特権

EXECモードで clear priority-queue statisticsコマンドを使用します。

clear priority-queue statistics [ interface-name ]

構文の説明 （任意）ベストエフォートキューおよび低遅延キューの詳細を表示するイン

ターフェイスの名前を指定します。

interface-name

コマンドデフォルト インターフェイス名を省略した場合、このコマンドは設定されたすべてのインターフェイスの

プライオリティキュー統計情報をクリアします。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

—•対応•対応•対応•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、特権 EXECモードで clear priority-queue statisticsコマンドを使用して、「test」
という名前のインターフェイスのプライオリティキュー統計情報を削除する例を示し

ます。

ciscoasa# clear priority-queue statistics test
ciscoasa#

関連コマンド 説明コマンド

指定されたインターフェイスからプライオリティキューコ

ンフィギュレーションを削除します。

clear configure priority queue

clear l – clear z
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説明コマンド

インターフェイスにプライオリティキューイングを設定しま

す。

priority-queue

指定したインターフェイスまたはすべてのインターフェイス

のプライオリティキュー統計情報を表示します。

show priority-queue statistics

指定したインターフェイスの現在のプライオリティキュー

コンフィギュレーションを表示します。

show running-config priority-queue

clear l – clear z
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clear process
ASA上で実行されている特定のプロセスの統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで
clear processコマンドを使用します。

clear process [ cpu-hog | internals ]

構文の説明 高 CPU負荷統計情報をクリアします。cpu-hog

プロセス内部統計情報をクリアします。internals

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、高 CPU負荷統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear process cpu-hog
ciscoasa#

関連コマンド 説明コマンド

リアルタイム高CPU負荷検出情報をトリガーします。cpu hog granular-detection

ASAで動作しているプロセスのリストを表示します。show processes

clear l – clear z
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clear resource usage
リソース使用状況の統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear resource usageコ
マンドを使用します。

clear resource usage [ context context_name | all | summary | system ] [ resource { [ rate ]
resource_name | all } ]

構文の説明 （マルチモードのみ）統計情報をクリアするコンテキスト名を指定しま

す。すべてのコンテキストを対象にする場合は、all（デフォルト）を指
定します。

contextcontext_name

特定のリソースの使用状況をクリアします。すべてのリソースを対象に

するには、all（デフォルト）を指定します。リソース使用状況のレート
をクリアする場合は、rateを指定します。rateで測定されるリソースに
は、conns、inspects、および syslogsがあります。これらのリソースの種
類を指定する場合は、rateキーワードを指定する必要があります。conns
リソースは、同時接続としても測定されます。1秒あたりの接続を表示す
るには、rateキーワードのみを使用します。

リソースには、次のタイプがあります。

• asdm：ASDM管理セッション。

• conns：任意の 2つのホスト間の TCPまたは UDP接続（1つのホス
トと他の複数ホストとの間の接続を含む）。

• inspects：アプリケーションインスペクション。

• hosts：ASA経由で接続可能なホスト。

• mac-addresses：トランスペアレントファイアウォールモードでは、
MACアドレステーブルで許可されるMACアドレス数。

• ssh：SSHセッション。

• syslogs：Syslogメッセージ。

• telnet：Telnetセッション。

•（マルチモードのみ） VPN Other：サイト間 VPNセッション。

•（マルチモードのみ）VPN Burst Other：サイト間VPNバーストセッ
ション。

• xlates：NAT変換。

resource [rate]
resource_name

（マルチモードのみ）結合されたコンテキスト統計情報をクリアします。summary

clear l – clear z
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（マルチモードのみ）システム全体（グローバル）の使用状況の統計情

報をクリアします。

system

コマンドデフォルト マルチコンテキストモードの場合、デフォルトのコンテキストは allで、すべてのコンテキス
トのリソース使用状況がクリアされます。シングルモードの場合、コンテキスト名は無視さ

れ、すべてのリソース統計情報がクリアされます。

デフォルトのリソース名は allで、すべてのリソースタイプがクリアされます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.2(1)

例 次に、すべてのコンテキストの、すべてのリソース使用状況の統計情報（システム全

体の使用状況の統計情報は除く）をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear resource usage

次に、システム全体の使用状況の統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear resource usage system

関連コマンド 説明コマンド

セキュリティコンテキストを追加します。context

リソースタイプのリストを表示します。show resource
types

ASAのリソース使用状況を表示します。show resource
usage

clear l – clear z
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clear route
ダイナミックに学習されたルートをルーティングテーブルから削除するには、特権EXECモー
ドで clear routeコマンドを使用します。

clear route [ management-only ] [ ip_address [ ip_mask ]]

構文の説明 削除するルートの宛先 IPアドレスおよびサブネットマスク（オプショ
ン）を指定します。このキーワードを省略すると、すべてのダイナミッ

クルートが削除されます。

ip_address[ip_mask]

IPv4管理ルーティングテーブルをクリアします。このキーワードを省略
すると、データインターフェイスのルーティングテーブルからルートが

削除されます。

management-only

コマンドデフォルト ダイナミックに学習されたすべてのルートがデータインターフェイスのルーティングテーブル

から削除されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。9.2(1)

management-onlyキーワードが追加されました。9.5(1)

バージョン 9.17以降では、ユニットがハイアベイラビリティグルー
プまたはクラスタの一部である場合、このコマンドはアクティブユ

ニットまたは制御ユニットにのみ使用できます。HAグループまたは
クラスタのすべてのユニットのルートがクリアされます。以前のリ

リースでは、コマンドを実行したユニットのルートのみがクリアされ

ます。

9.17(1)

使用上のガイドライン 欠落したルートを回復するには、clear routeコマンドを使用します。このコマンドを実行する
と、グローバルRIBからのすべてのルートが削除されます。すべてのルート（ダイナミックま
たはスタティック）がそれぞれのモジュール（プロトコル）によってグローバル RIBにプッ
シュされます。

clear l – clear z
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一方、最適なルートがグローバルRIBにインストールされている場合は、同じルートがピアと
NPテーブルに再配布されます。このプロセスは、複数のスレッドで順番に実行されます。こ
のサイクルが完了するまでにかかる時間は、グローバル RIBのルートの数によって異なりま
す。

したがって、clear routeコマンドを連続して使用する場合は、最小時間間隔を 30秒、最大時
間間隔を120秒にしてください。推奨される時間間隔に従わずにこのコマンドを複数回実行す
ると、配布されたルートが削除され、RIBからのルートが失われる可能性があります。

例 次に、ダイナミックに学習されたすべてのルートを削除する例を示します。

ciscoasa# clear route

次に、特定のアドレスのダイナミックに学習されたルートを削除する例を示します。

ciscoasa# clear route 10.118.86.3

関連コマンド 説明コマンド

ルート情報を表示します。show route

設定されているルートを表示します。show running-config
route

clear l – clear z
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clear service-policy
イネーブルになっているポリシーの動作データまたは統計情報（存在する場合）をクリアする

には、特権 EXECモードで clear service-policyコマンドを使用します。

clear service-policy [ global | interface intf ] [ user-statistics ]

構文の説明 （任意）グローバルサービスポリシーの統計情報をクリアします。global

（任意）特定のインターフェイスのサービスポリシーの統計情報をクリアしま

す。

interface intf

（オプション）ユーザー統計情報のグローバルカウンタはクリアしますが、ユー

ザーごとの統計情報はクリアしません。ユーザーごとまたはユーザーグループ

ごとの統計情報は、show user-identity statisticsコマンドを使用して引き続き確
認できます。

user-statisticsコマンドに accountingキーワードを指定すると、送信パケット、
受信パケット、および送信ドロップパケットのすべてのグローバルカウンタが

クリアされます。user-statisticsコマンドに scanningキーワードを指定すると、
送信ドロップパケットのグローバルカウンタがクリアされます。

ASAでこれらのユーザー統計情報を収集するには、ユーザー統計情報を収集す
るようにポリシーマップを設定する必要があります。このガイドのuser-statistics
コマンドを参照してください。

user-statistics

コマンドデフォルト デフォルトでは、このコマンドは、すべてのイネーブルなサービスポリシーのすべての統計情

報をクリアします。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン 一部のインスペクションエンジンでは、統計情報を選択してクリアできます。clearservice-policy
inspectコマンドを参照してください。

clear l – clear z
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例 次に、外部インターフェイスのサービスポリシー統計情報をクリアする方法の例を示

します。

ciscoasa# clear service-policy interface outside

関連コマンド 説明コマンド

GTPインスペクションエンジンのサービスポリシーの
統計情報をクリアします。

clear service-policy inspect gtp

RADIUSアカウンティングインスペクションエンジン
のサービスポリシーの統計情報をクリアします。

clear service-policy inspect
radius-accounting

サービスポリシーを表示します。show service-policy

実行コンフィギュレーションに設定されているサービス

ポリシーを表示します。

show running-config service-policy

サービスポリシーのコンフィギュレーションをクリアし

ます。

clear configure service-policy

サービスポリシーを設定します。service-policy

clear l – clear z
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clear service-policy inspect gtp
GTPインスペクション統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear service-policy
inspect gtpコマンドを使用します。

clear service-policy inspect gtp { pdp-context { all | apn ap_name | imsi IMSI_value | ms-addr
IP_address | tid tunnel_ID | version version_num } | requests [ name | map name | version
version_num ] | statistics [ gsn IP_address | IP_address ] }

構文の説明 パケットデータプロトコル（PDP）またはベアラーコンテキスト
情報をクリアします。次のキーワードを使用して、クリアするコン

テキストを指定できます。

• all：すべてのコンテキストをクリアします。

• apn ap_name：指定されたアクセスポイント名のコンテキスト
をクリアします。

• imsi IMSI_value：指定された IMSI 16進数のコンテキストをク
リアします。

• ms-addr IP_address：指定されたモバイルサブスクライバ
（MS）の IPアドレスのコンテキストをクリアします。

• tid tunnel_ID：指定された GTPトンネル ID（16進数）のコン
テキストをクリアします。

• version version_num：指定された GTPバージョン（0～ 255）
のコンテキストをクリアします。

pdp-context { all | apn
ap_name | imsi
IMSI_value | ms-addr
IP_address | tid
tunnel_ID | version
version_num }

GTP要求をクリアします。次のパラメータを使用して、クリアする
要求を任意で制限できます。

• name：指定された GTPインスペクションポリシーマップに関
連付けられている要求をクリアします。このオプションは、

9.5(1)以降では使用できません。

• map name：（9.5(1)以降）指定された GTPインスペクション
ポリシーマップに関連付けられている要求をクリアします。

• version version_num：（9.5(1)以降）指定された GTPバージョ
ン（0～ 255）の要求をクリアします。

requests [ name | map
name | version
version_num

inspect gtp コマンドの GTP統計情報をクリアします。

gsn キーワードにエンドポイントのアドレスを指定すると、特定の
エンドポイントの統計情報をクリアできます。9.5(1)以降はアドレ
スのみを指定し、 gsn キーワードは含めないでください。

statistics [ gsn
IP_address | IP_address ]

clear l – clear z
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コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

次の点が変更されました。

• statistics オプションの gsn キーワードが削除されました。エンドポイントの
統計情報をクリアするには、そのエンドポイントの IPアドレスのみを指定しま
す。

• version キーワードが requests オプションに追加されました。 requests オプ
ションの後ろにマップ名を直接入力する機能に代わり、 map キーワードがポ
リシーマップ名に追加されました。

• IPv6アドレスのサポート。

9.5(1)

使用上のガイドライン GTPインスペクションから統計情報をクリアするには、このコマンドを使用します。統計情報
を表示するには、このコマンドの show バージョンを使用します。

例 次に、GTP統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear service-policy inspect gtp statistics

関連コマンド 説明コマンド

GTPインスペクションをイネーブルにします。inspect gtp

GTP統計情報を表示します。show service-policy inspect gtp

clear l – clear z
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clear service-policy inspect m3ua
M3UAインスペクション統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear service-policy
inspect m3uaコマンドを使用します。

clear service-policy inspect m3ua { drops | endpoint [ ip_address ] | session [ [ assocID
hex_number ] }

構文の説明 M3UAドロップの統計情報をクリアします。drops

M3UAエンドポイントの統計情報をクリアします。必要に応じて、エ
ンドポイントの IPアドレスを指定して、そのエンドポイントの統計情
報のみをクリアできます。

endpoint [ip_address]

厳密なアプリケーションサーバープロセス（ASP）状態検証をイネー
ブルにした場合に追跡される、すべてのM3UAセッションをクリアし
ます。

特定のセクションをクリアするには、assocIDキーワードと 16進数の
セッション番号を追加します。現在のセッションとそのアソシエーショ

ン IDを表示するには、show service-policy inspect m3ua sessionコマン
ドを使用します。

session [assocID
hex_number]

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(2)

sessionキーワードが追加されました。9.7(1)

使用上のガイドライン M3UAインスペクションから統計情報またはセッションをクリアするには、このコマンドを使
用します。統計情報とセッションを表示するには、このコマンドの showバージョンを使用し
ます。
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例 次に、M3UAエンドポイントの統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear service-policy inspect m3ua endpoint

次に、特定のM3UAセッションをクリアする例を示します。

ciscoasa(config)# show service-policy inspect m3ua session

1 in use, 1 most used
Flags: d - double exchange , s - single exchange
AssocID: c0bbe629 in Down state, idle:0:00:06, timeout:0:30:00, s
ciscoasa(config)# clear service-policy inspect m3ua session assocID c0bbe629

関連コマンド 説明コマンド

M3UAインスペクションをイネーブルにします。inspect m3ua

M3UA統計情報を表示します。show service-policy inspect m3ua

厳密なM3UA ASP状態検証をイネーブルにします。strict-asp-state
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clear service-policy inspect radius-accounting
RADIUSアカウンティングユーザーをクリアするには、特権EXECモードで clear service-policy
inspect radius-accountingコマンドを使用します。

clear service-policy inspect radius-accounting users { all | ip_address | policy_map }

構文の説明 すべてのユーザーをクリアします。all

この IPアドレスのユーザーをクリアします。ip_address

このポリシーマップに関連付けられているユーザーをクリアします。policy_map

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.2(1)

例 次に、すべての RADIUSアカウンティングユーザーをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear service-policy inspect radius-accounting users all
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clear session
コンフィギュレーションセッションの内容を削除したり、そのアクセスフラグをリセットした

りするには、グローバルコンフィギュレーションモードで clear sessionコマンドを使用しま
す。

clear session session_name { access | configuration }

構文の説明 既存のコンフィギュレーションセッションの名前。現在のセッションのリスト

を表示するには、show configuration sessionコマンドを使用します。

session_name

アクセスフラグをクリアします。このフラグは、セッションが編集中であるこ

とを示します。編集セッションが破棄されたことを知っていて、変更を完了す

るにはセッションを開始する必要がある場合に限り、このフラグをクリアしま

す。

access

セッションを削除することなく、セッション内で加えた設定変更をクリアしま

す。

configuration

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.3(2)

使用上のガイドライン このコマンドは、ACLおよびそのオブジェクトの編集用に独立したセッションを作成する
configure sessionコマンドとともに使用します。

このコマンドの主な用途は、アクセスフラグをリセットすることです。セッションを開くと、

このフラグにより、セッションが編集中であることが示されます。その後、セッションをク

リーンに終了することなく ASAへの接続を解除した場合、フラグは設定されたままになり、
そのためにセッションを再度開くことができなくなることがあります。実際には誰もセッショ
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ンを編集していないことが確実にわかっている場合は、フラグをリセットしてアクセスし直す

ことができます。

また、このコマンドを使用すると、セッションを削除しないで、変更のセッションを空にする

こともできます。作成したセッションが必要でなくなり、かつそのセッションで定義した変更

をコミットしない場合は、clear configuration sessionコマンドを使用してセッションおよび含
まれている変更を削除します。

例 次に、my-sessionのアクセスフラグをリセットする例を示します。

ciscoasa(config)# clear session my-session access

関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションセッションとその内容を削除します。clear configuration session

セッションを作成するか、開きます。configure session

現在の各セッションで行われた変更を表示します。show configuration session
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clear shared license
共有ライセンス統計情報、共有ライセンスクライアント統計情報、および共有ライセンスバッ

クアップサーバー統計情報を 0にリセットするには、特権 EXECモードで clear shared license
コマンドを使用します。

clear shared license [ all | backup | client [ hostname ] ]

構文の説明 （任意）すべての統計情報をクリアします。これがデフォルト設定です。all

（任意）バックアップサーバーの統計情報をクリアします。backup

（任意）すべての参加ユニットの統計情報をクリアします。client

（任意）特定の参加ユニットの統計情報をクリアします。hostname

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.2(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン 共有ライセンスカウンタには統計データとエラーデータが含まれます。

例 次に、すべての共有ライセンスカウンタをリセットする例を示します。

ciscoasa# clear shared license all

関連コマンド 説明コマンド

ライセンスアクティベーションキーを入力します。activation-key
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説明コマンド

共有ライセンスサーバーコンフィギュレーションをクリア

します。

clear configure license-server

共有ライセンスサーバーの IPアドレスと参加者の共有秘密
を指定します。

license-server address

参加者の共有ライセンスバックアップサーバーを指定しま

す。

license-server backup address

メインの共有ライセンスサーバーのバックアップサーバー

の IPアドレスおよびシリアル番号を指定します。
license-server backup backup-id

共有ライセンスバックアップサーバーになるユニットをイ

ネーブルにします。

license-server backup enable

共有ライセンスサーバーになるユニットをイネーブルにし

ます。

license-server enable

サーバーが参加者からの SSL接続をリッスンするポートを
設定します。

license-server port

サーバーと通信する頻度を設定するために参加者に提供さ

れる更新間隔を設定します。

license-server refresh-interval

共有秘密を共有ライセンスサーバーに設定します。license-server secret

インストールされている現在のライセンスを表示します。show activation-key

共有ライセンスサーバーコンフィギュレーションを表示し

ます。

show running-config license-server

共有ライセンス統計情報を表示します。show shared license

VPNセッションのライセンス情報を表示します。show vpn-sessiondb

clear l – clear z
55

clear l – clear z
clear shared license



clear shun
現在イネーブルであるすべての shunをディセーブルにして、shun統計情報をクリアするには、
特権 EXECモードで clear shunコマンドを使用します。

clear shun [ statistics ]

構文の説明 （任意）インターフェイスカウンタだけをクリアします。statistics

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、現在イネーブルになっているすべての shunをディセーブルにして、shun統計情
報をクリアする例を示します。

ciscoasa(config)# clear shun

関連コマンド 説明コマンド

新規接続を抑制し、既存のすべての接続からのパケットを不許可にすることによ

り、攻撃元ホストへのダイナミック応答をイネーブルにします。

shun

回避についての情報を表示します。show shun
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clear snmp-server statistics
SNMPサーバー統計情報（SNMPパケットの入力カウンタと出力カウンタ）をクリアするに
は、特権 EXECモードで clear snmp-server statisticsコマンドを使用します。

clear snmp-server statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、SNMPサーバー統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa
#
clear snmp-server statistics

関連コマンド 説明コマンド

SNMPサーバーコンフィギュレーションをクリアします。clear configure
snmp-server

SNMPサーバーコンフィギュレーション情報を表示します。show snmp-server statistics
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clear ssl
デバッグ目的で SSL情報をクリアするには、特権EXECモードで clear sslコマンドを使用しま
す。

clear ssl { cache [ all | errors | mib | objects }

構文の説明 SSLセッションキャッシュ内のすべてのセッションおよび統計情報をクリア
します。

all

SSLセッションキャッシュ内の期限切れセッションをクリアします。cache

sslエラーをクリアします。errors

SSL MIB統計情報をクリアします。mib

SSLオブジェクト統計情報をクリアします。オブジェクト

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.5(2)

使用上のガイドライン AnyConnectクライアント機能に影響するため、DTLSキャッシュがクリアされることはあり
ません。

例 次に、SSLキャッシュをクリアし、SSLセッションキャッシュ内のすべてのセッショ
ンおよび統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear ssl cache
SSL session cache cleared: 2
No SSL VPNLB session cache
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No SSLDEV session cache
DLTS caches are not cleared
ciscoasa# clear ssl cache all
Clearing all sessions and statistics
SSL session cache cleared: 5
No SSL VPNLB session cache
No SSLDEV session cache
DLTS caches are not cleared
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clear startup-config errors
メモリからコンフィギュレーションエラーメッセージをクリアするには、特権 EXECモード
で clear startup-config errorsコマンドを使用します。

clear startup-config errors

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン ASAがスタートアップコンフィギュレーションをロードしたときに生成されたコンフィギュ
レーションエラーを表示するには、show startup-config errorsコマンドを使用します。

例 次に、メモリからすべてのコンフィギュレーションエラーをクリアする例を示しま

す。

ciscoasa# clear startup-config errors

関連コマンド 説明コマンド

ASAがスタートアップコンフィギュレーションをロードしたとき
に生成されたコンフィギュレーションエラーを表示します。

show startup-config
errors
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clear sunrpc-server active
Sun RPCアプリケーションインスペクションによって開けられたピンホールをクリアするに
は、特権 EXECモードで clear sunrpc-server active コマンドを使用します。

clear sunrpc-server active

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン Sun RPCアプリケーションインスペクションによって開けられた、NFSや NISなどのサービ
ストラフィックがデバイスを通過できるようにするピンホールをクリアするには、clear
sunrpc-server activeコマンドを使用します。

例 次に、SunRPCサービステーブルをクリアする例を示します。

ciscoasa# clear
sunrpc-server

関連コマンド 説明コマンド

ASAからの Sunリモートプロセッサコールサービスをク
リアします。

clear configure sunrpc-server

Sun RPCアプリケーションインスペクションをイネーブル
またはディセーブルにし、使用されるポートを設定します。

inspect sunrpc

SunRPCサービスコンフィギュレーションに関する情報を
表示します。

show running-config sunrpc-server
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説明コマンド

アクティブな Sun RPCサービスに関する情報を表示しま
す。

show sunrpc-server active
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clear terminal
現在のCLIセッションの端末設定をクリアして、デフォルトを使用するには、特権EXECモー
ドで clear terminalコマンドを使用します。

clear terminal { interactive | pager [ [ lines ] number ] }

構文の説明 インタラクティブなヘルプの設定をクリアします（CLIで ?を入力し
た場合）。デフォルトではイネーブルになっています。

interactive

「---more---」プロンプトが表示されるまでの 1ページあたりの行数の
設定をクリアします。デフォルトは 24です。

pager [[lines] number
]]

コマンドデフォルト デフォルトの端末動作は次のとおりです。

• interactive：イネーブル

• pager：24行

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、ポケットベルの設定をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear
terminal pager

関連コマンド 説明コマンド

「---More---」プロンプトが表示されるまでの 1ページあたりの行数を設定
します。

terminal pager
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説明コマンド

CLIに ?と入力した場合にヘルプをイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

terminal interactive
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clear threat-detection rate
threat-detection basic-threatコマンドを使用して基本的な脅威の検出をイネーブルにしたとき
に統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear threat detection rateコマンドを使用
します。

clear threat-detection rate

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(2)

例 次に、レート統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear threat-detection rate

関連コマンド 説明コマンド

脅威検出コンフィギュレーションを表示します。個別

にレート設定をしていない場合はデフォルトのレート

設定も表示されます。

show running-config all
threat-detection

基本脅威検出の統計情報を表示します。show threat-detection rate

基本脅威検出をイネーブルにします。threat-detection basic-threat

イベントタイプごとの脅威検出レート制限を設定しま

す。

threat-detection rate

脅威検出のスキャンをイネーブルにします。threat-detection scanning-threat
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clear threat-detection scanning-threat
threat-detection scanning-threatコマンドを使用して脅威検出のスキャンをイネーブルにした後
で攻撃者と攻撃対象をクリアするには、特権EXECモードで clear threat-detection scanning-threat
コマンドを使用します。

clear threat-detection scanning-threat [ attacker [ ip_address [ mask ] ] | target [ ip_address [
mask ] ]

構文の説明 （任意）攻撃者だけをクリアします。attacker

（オプション）特定の IPアドレスをクリアします。ip_address

（任意）サブネットマスクを設定します。mask

（任意）攻撃対象だけをクリアします。target

コマンドデフォルト IPアドレスを指定しなかった場合は、すべてのホストが解放されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(2)

使用上のガイドライン 現在の攻撃者および攻撃対象を表示するには、show threat-detection scanning-threatコマンド
を使用します。

例 次に、show threat-detection scanning-threatコマンドで攻撃対象と攻撃者を表示し、次
にすべての攻撃対象をクリアする例を示します。

ciscoasa# show threat-detection scanning-threat
Latest Target Host & Subnet List:

192.168.1.0
192.168.1.249
Latest Attacker Host & Subnet List:
192.168.10.234
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192.168.10.0
192.168.10.2
192.168.10.3
192.168.10.4
192.168.10.5
192.168.10.6
192.168.10.7
192.168.10.8
192.168.10.9

ciscoasa# clear threat-detection scanning-threat target

関連コマンド 説明コマンド

現在回避されているホストを表示します。show threat-detection shun

ホストの統計情報を表示します。show threat-detection statistics host

プロトコルの統計情報を表示します。show threat-detection statistics protocol

上位 10位までの統計情報を表示します。show threat-detection statistics top

脅威検出のスキャンをイネーブルにします。threat-detection scanning-threat
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clear threat-detection shun
threat-detection scanning-threatコマンドを使用して脅威検出のスキャンをイネーブルにし、さ
らに攻撃元ホストの自動回避もイネーブルにした後で、現在回避されているホストを解放する

には、特権 EXECモードで clear threat-detection shun コマンドを使用します。

clear threat-detection shun [ ip_address [ mask ] ]

構文の説明 （任意）特定の IPアドレスの回避を解除します。ip_address

（任意）回避されているホストの IPアドレスのサブネットマスクを設定します。mask

コマンドデフォルト IPアドレスを指定しなかった場合は、すべてのホストが解放されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(2)

使用上のガイドライン 回避対象のホストを表示するには、show threat-detection shunコマンドを使用します。

例 次に、show threat-detection shunコマンドで現在回避されているホストを表示し、ホ
スト 10.1.1.6を回避状態から解放する例を示します。

ciscoasa# show threat-detection shun
Shunned Host List:
10.1.1.6
198.1.6.7
ciscoasa# clear threat-detection shun 10.1.1.6 255.255.255.255

関連コマンド 説明コマンド

現在回避されているホストを表示します。show threat-detection shun

ホストの統計情報を表示します。show threat-detection statistics host
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説明コマンド

プロトコルの統計情報を表示します。show threat-detection statistics protocol

上位 10位までの統計情報を表示します。show threat-detection statistics top

脅威検出のスキャンをイネーブルにします。threat-detection scanning-threat
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clear threat-detection statistics
threat-detection statistics tcp-interceptコマンドを使用して TCP代行受信の統計情報をイネーブ
ルにした後で統計情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear threat-detection
scanning-threat コマンドを使用します。

clear threat-detection statistics [ tcp-intercept ]

構文の説明 （任意）TCP代行受信の統計情報をクリアします。tcp-intercept

コマンドデフォルト TCP代行受信の統計情報をクリアします。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(4)

使用上のガイドライン TCP代行受信の統計情報を表示するには、show threat-detection statistics topコマンドを入力し
ます。

例 次に、show threat-detection statistics top tcp-interceptコマンドで TCP代行受信の統計
情報を表示し、次にすべての統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# show threat-detection statistics top tcp-intercept
Top 10 Protected Servers under Attack (sorted by average rate)
Monitoring Window Size: 30 mins Sampling Interval: 30 secs
<Rank> <Server IP:Port> <Interface> <Ave Rate> <Cur Rate> <Total> <Source IP (Last Attack
Time)>
----------------------------------------------------------------------------------
1 192.168.1.2:5000 inside 1249 9503 2249245 <various> Last: 10.0.0.3 (0 secs ago)
2 192.168.1.3:5000 inside 10 10 6080 10.0.0.200 (0 secs ago)
3 192.168.1.4:5000 inside 2 6 560 10.0.0.200 (59 secs ago)
4 192.168.1.5:5000 inside 1 5 560 10.0.0.200 (59 secs ago)
5 192.168.1.6:5000 inside 1 4 560 10.0.0.200 (59 secs ago)
6 192.168.1.7:5000 inside 0 3 560 10.0.0.200 (59 secs ago)
7 192.168.1.8:5000 inside 0 2 560 10.0.0.200 (59 secs ago)
8 192.168.1.9:5000 inside 0 1 560 10.0.0.200 (59 secs ago)
9 192.168.1.10:5000 inside 0 0 550 10.0.0.200 (2 mins ago)
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10 192.168.1.11:5000 inside 0 0 550 10.0.0.200 (5 mins ago)
ciscoasa# clear threat-detection statistics

関連コマンド 説明コマンド

上位 10位までの統計情報を表示します。show threat-detection statistics top

脅威の検出の統計情報をイネーブルにします。threat-detection statistics
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clear traffic
送信アクティビティおよび受信アクティビティのカウンタをリセットするには、特権 EXEC
モードでclear trafficコマンドを使用します。

clear traffic

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear trafficコマンドは、show trafficコマンドで表示される送信アクティビティと受信アクティ
ビティのカウンタをリセットします。これらのカウンタは、最後に clear trafficコマンドが入力
されてから、またはASAがオンラインになってからの、各インターフェイスを通過したパケッ
ト数およびバイト数を示します。また、秒数は、ASAが最後にリブートされてからオンライン
である継続時間を示します。

例 次に、clear trafficコマンドの例を示します。

ciscoasa# clear
traffic

関連コマンド 説明コマンド

送信アクティビティおよび受信アクティビティのカウンタを表示します。show
traffic
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clear uauth
1人のユーザーまたはすべてのユーザーのキャッシュされた認証および認可情報をすべて削除
するには、特権 EXECモードで clear uauthコマンドを使用します。

clear uauth [ username ]

構文の説明 （オプション）削除するユーザー認証情報をユーザー名で指定します。username

コマンドデフォルト username引数を省略すると、すべてのユーザーの認証および認可情報が削除されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応——•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear uauthコマンドは、1人のユーザーまたはすべてのユーザーの AAA認可および認証の
キャッシュを削除します。これにより、これらのユーザーは、次回接続を作成するときに、再

認証を強制されるようになります。

このコマンドは、 timeoutコマンドとともに使用します。

各ユーザーホストの IPアドレスには、認可キャッシュが付加されます。正しいホストから
キャッシュされているサービスにユーザーがアクセスしようとした場合、ASAではそのアクセ
スが事前に許可されていると見なし、その接続を即座に代理します。あるWebサイトへのア
クセスを一度認可されると、たとえば、イメージを読み込むときに、イメージごとに認可サー

バーと通信しません（イメージが同じ IPアドレスからであると想定されます）。この処理に
より、パフォーマンスが大幅に向上され、認可サーバーの負荷が削減されます。

このキャッシュでは、ユーザーホストごとに 16個までのアドレスとサービスのペアが許可さ
れます。
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Xauthをイネーブルにすると、クライアントに割り当てられている IPアドレスのエント
リが uauthテーブル（show uauthコマンドで表示できます）に追加されます。ただし、
ネットワーク拡張モードで Easy VPN Remote機能とともに Xauthを使用すると、ネット
ワーク間に IPsecトンネルが作成されるため、ファイアウォールの向こう側にいるユー
ザーを 1つの IPアドレスに関連付けることができません。したがって、Xauthの完了時
に uauthエントリが作成されません。AAA認可またはアカウンティングサービスが必要
となる場合は、AAA認証プロキシをイネーブルにして、ファイアウォールの向こう側に
いるユーザーを認証します。AAA認証プロキシの詳細については、AAAコマンドを参照
してください。

（注）

ユーザーの接続がアイドルになった後にキャッシュを保持する期間を指定するには、timeout
uauthコマンドを使用します。すべてのユーザーのすべての認可キャッシュを削除するには、
clear uauthコマンドを使用します。次回接続を作成するときには再認証される必要が生じま
す。

例 次に、ユーザーの再認証を実行する例を示します。

ciscoasa(config)# clear uauth user

関連コマンド 説明コマンド

aaa-serverコマンドで指定されたサーバー上のLOCAL、TACACS+、または
RADIUSのユーザー認証をイネーブル化、ディセーブル化、または表示し
ます。

aaa
authentication

aaa-serverコマンドで指定されたサーバー上の TACACS+またはRADIUSの
ユーザー認可をイネーブル化、ディセーブル化、または表示します。

aaa authorization

現在のユーザーの認証情報と認可情報を表示します。show uauth

アイドル時間の最大継続期間を設定します。timeout
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clear uc-ime
Cisco IntercompanyMediaEngineプロキシに関する統計情報を表示するために使用されるカウン
タをクリアするには、特権 EXECモードで clear uc-imeコマンドを使用します。

clear uc-ime [ [ mapping-service-sessions | signaling-sessions | fallback-notification ] statistics
]

構文の説明 （任意）フォールバック通知の統計情報のカウンタをクリアします。fallback-notification

（任意）マッピングサービスセッションの統計情報のカウンタをク

リアします。

mapping-service-sessions

（任意）シグナリングセッションの統計情報のカウンタをクリアし

ます。

signaling-sessions

（任意）クリアする Cisco Intercompany Media Engineプロキシのカウ
ンタを設定するキーワードです。

statistics

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.3(1)

例 次に、シグナリングセッションの統計情報を表示するために使用されるカウンタをク

リアする例を示します。

ciscoasa# clear configure signaling-sessions statistics
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関連コマンド 説明コマンド

ASA上のCisco IntercompanyMedia Engineプロキシの実行コンフィ
ギュレーションをクリアします。

clear configure uc-ime

Cisco Intercompany Media Engineプロキシの実行コンフィギュレー
ションを表示します。

show running-config
uc-ime

フォールバック通知、マッピングサービスセッション、およびシ

グナリングセッションに関する統計情報または詳細情報を表示し

ます。

show uc-ime

Cisco Intercompany Media Engineプロキシインスタンスを ASAに
作成します。

uc-imc
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clear url-block block statistics
ブロックバッファ使用状況カウンタをクリアするには、特権 EXECモードで url-block block
statisticsコマンドを使用します。

clear url-block block statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear url-block block statisticsコマンドは、ブロックバッファ使用状況カウンタ（Current number
of packets held (global)カウンタは除く）をクリアします。

例 次に、URLブロック統計情報をクリアし、クリア後のカウンタのステータスを表示す
る例を示します。

ciscoasa# clear url-block block statistics
ciscoasa# show url-block block statistics
URL Pending Packet Buffer Stats with max block 0
-----------------------------------------------------
Cumulative number of packets held: | 0
Maximum number of packets held (per URL): | 0
Current number of packets held (global): | 38
Packets dropped due to
| exceeding url-block buffer limit: | 0
| HTTP server retransmission: | 0
Number of packets released back to client: | 0

関連コマンド 説明コマンド

トラフィックを URLフィルタリングサーバーに送ります。filter url
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説明コマンド

N2H2フィルタリングサーバーまたはWebsenseフィルタリングサーバーから
の応答を待っている間のURLバッファリングに使用されるURLキャッシュに
関する情報を表示します。

show
url-block

Webサーバー応答に使用される URLバッファを管理します。url-block

N2H2サーバーまたはWebsenseサーバーからの応答を保留している間の URL
キャッシングをイネーブルにし、キャッシュのサイズを設定します。

url-cache

filterコマンドで使用する N2H2サーバーまたはWebsenseサーバーを指定しま
す。

url-server

clear l – clear z
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clear url-cache statistics
コンフィギュレーションから url-cacheコマンドステートメントを削除するには、特権 EXEC
モードで url-cacheコマンドを使用します。

clear url-cache statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear url-cacheコマンドは、コンフィギュレーションからURLキャッシュ統計情報を削除しま
す。

URLキャッシュを使用しても、Websenseプロトコルバージョン 1のWebsenseアカウンティ
ングログはアップデートされません。Websenseプロトコルバージョン 1を使用している場合
は、Websenseを実行してログを記録し、Websenseアカウンティング情報を表示できるように
します。目的のセキュリティ要求を満たす使用状況プロファイルを取得したら url-cacheコマ
ンドを入力してスループットを増大させます。Websenseプロトコルバージョン 4およびN2H2
URLフィルタリングでは、url-cacheコマンドの使用時にアカウンティングログが更新されま
す。

例 次に、URLキャッシュ統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear url-cache statistics

関連コマンド 説明コマンド

トラフィックを URLフィルタリングサーバーに送ります。filter url
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説明コマンド

N2H2フィルタリングサーバーまたはWebsenseフィルタリングサー
バーからの応答を待っている間の URLバッファリングに使用される
URLキャッシュに関する情報を表示します。

show url-cache
statistics

フィルタリングサーバーからのフィルタリング決定を待っている間、

Webサーバーの応答に使用される URLバッファを管理します。
url-block

N2H2サーバーまたはWebsenseサーバーからの応答を保留している間
の URLキャッシングをイネーブルにし、キャッシュのサイズを設定
します。

url-cache

filterコマンドで使用する N2H2サーバーまたはWebsenseサーバーを
指定します。

url-server
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clear url-server
URLフィルタリングサーバーの統計情報をクリアするには、特権EXECモードで url-serverコ
マンドを使用します。

clear url-server statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear url-serverコマンドは、コンフィギュレーションから URLフィルタリングサーバーの統
計情報を削除します。

例 次に、URLサーバーの統計情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear url-server statistics

関連コマンド 説明コマンド

トラフィックを URLフィルタリングサーバーに送ります。filter url

N2H2フィルタリングサーバーまたはWebsenseフィルタリングサーバーから
の応答を待っている間の URLバッファリングに使用される URLキャッシュ
に関する情報を表示します。

show
url-server

フィルタリングサーバーからのフィルタリング決定を待っている間、Webサー
バーの応答に使用される URLバッファを管理します。

url-block
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説明コマンド

N2H2サーバーまたはWebsenseサーバーからの応答を保留している間の URL
キャッシングをイネーブルにし、キャッシュのサイズを設定します。

url-cache

filterコマンドで使用する N2H2サーバーまたはWebsenseサーバーを指定しま
す。

url-server

clear l – clear z
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clear user-identity active-user-database
アイデンティティファイアウォールのために特定のユーザーのステータスをログアウトに設定

するには、特権EXECモードで clear user-identity active-user-database コマンドを使用します。

clear user-identity active-user-database [ user [ domain_nickname\ ] use_rname ] | user-group [
domain_nickname\\ ] user_group_name ]

構文の説明 統計情報をクリアする対象のユーザーグループを指定しま

す。

group_nameには、[a-z]、[A-Z]、[0-9]、[!@#$%^&()-_{}. ]
など、あらゆる文字を使用できます。

domain_NetBIOS_name\group_nameにスペースを含める場合
は、ドメイン名とユーザー名を引用符で囲む必要がありま

す。

domain_nickname\\user_group_name

統計情報をクリアする対象のユーザーを指定します。

user_nameには、[a-z]、[A-Z]、[0-9]、[!@#$%^&()-_{}. ]な
ど、あらゆる文字を使用できます。

domain_NetBIOS_name\user _nameにスペースを含める場合
は、ドメイン名とユーザー名を引用符で囲む必要がありま

す。

domain_nickname \use_rname

ユーザーの統計情報をクリアすることを指定します。user

ユーザーグループの統計情報をクリアすることを指定しま

す。

user-group

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(2)
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使用上のガイドライン このコマンドは、指定したユーザー、指定したユーザーグループに属するすべてのユーザー、

またはすべてのユーザーのステータスをログアウトに設定します。

user-groupキーワードを指定すると、指定したユーザーグループに属するすべてのユーザーの
ステータスがログアウトに設定されます。user-groupキーワードとともに domain_nickname引
数を指定しない場合、デフォルトドメイン内の user_group_nameというグループに属するユー
ザーのステータスがログアウトに設定されます。

userキーワードを指定すると、指定したユーザーのステータスがログアウトに設定されます。
userキーワードとともに domain_nickname引数を指定しない場合、デフォルトドメイン内の
user_nameというユーザーのステータスがログアウトに設定されます。

userキーワードも user-groupキーワードも指定しない場合、すべてのユーザーのステータス
がログアウトに設定されます。

例 次に、SAMPLEドメインのユーザーグループ users1に属するすべてのユーザーのス
テータスをログアウトに設定する例を示します。

ciscoasa# clear user-identity active-user-database user-group SAMPLE\users1

関連コマンド 説明コマンド

アイデンティティファイアウォール機能の設定をクリアします。clear configure user-identity

アイデンティティファイアウォールのアクティブユーザーを表

示します。

show user-identity user active
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clear user-identity ad-agent statistics
アイデンティティファイアウォールのADエージェント統計情報をクリアするには、特権EXEC
モードで clear user-identity ad-agent statisticsコマンドを使用します。

clear user-identity ad-agent statistics

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(2)

使用上のガイドライン ASAは、プライマリADエージェントおよびセカンダリADエージェントに関する次の情報を
保持します。

• ADエージェントのステータス

•ドメインのステータス

• ADエージェントの統計情報

ADエージェントの統計データをクリアするには、clear user-identity ad-agent statisticsコマン
ドを使用します。

例 次に、アイデンティティファイアウォールの ADエージェント統計情報をクリアする
例を示します。

ciscoasa# clear user-identity ad-agent statistics
ciscoasa# show user-identity ad-agent statistics
Primary AD Agent Total Last Activity
------------------------- ---------- ------------------------
Input packets: 0 N/A
Output packets: 0 N/A
Send updates: 0 N/A
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Recv updates: 0 N/A
Keepalive failed: 0 N/A
Send update failed: 0 N/A
Query failed: 0 N/A
Secondary AD Agent Total Last Activity
------------------------- ---------- ------------------------
Input packets: 0 N/A
Output packets: 0 N/A
Send updates: 0 N/A
Recv updates: 0 N/A
Keepalive failed: 0 N/A
Send update failed: 0 N/A
Query failed: 0 N/A

関連コマンド 説明コマンド

アイデンティティファイアウォール機能の設定をクリ

アします。

clear configure user-identity

アイデンティティファイアウォールのADエージェント
に関する統計情報を表示します。

show user-identity ad-agent [statistics]
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clear user-identity statistics
アイデンティティファイアウォールに関する統計情報を表示するために使用されるカウンタを

クリアするには、特権 EXECモードで clear user-identity statisticsコマンドを使用します。

clear user-identity statistics [ user [ domain_nickname\ ] use_rname ] | user-group [
domain_nickname\\ ] user_group-name ]

構文の説明 統計情報をクリアする対象のユーザーグループを指定しま

す。

group_nameには、[a-z]、[A-Z]、[0-9]、[!@#$%^&()-_{}. ]
など、あらゆる文字を使用できます。

domain_NetBIOS_name\group_nameにスペースを含める場合
は、ドメイン名とユーザー名を引用符で囲む必要がありま

す。

domain_nickname\\user_group_name

統計情報をクリアする対象のユーザーを指定します。

user_nameには、[a-z]、[A-Z]、[0-9]、[!@#$%^&()-_{}. ]な
ど、あらゆる文字を使用できます。

domain_NetBIOS_name\user _nameにスペースを含める場合
は、ドメイン名とユーザー名を引用符で囲む必要がありま

す。

domain_nickname \use_rname

ユーザーの統計情報をクリアすることを指定します。user

ユーザーグループの統計情報をクリアすることを指定しま

す。

user-group

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(2)
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使用上のガイドライン domain_nicknameが user_group_nameよりも前に指定されていない場合、ASAはデフォルトド
メイン内の user_group_nameというグループのアイデンティティファイアウォール統計情報を
削除します。

domain_nicknameが user_nameよりも前に指定されていない場合、ASAはデフォルトドメイン
内のuser_nameというユーザーのアイデンティティファイアウォール統計情報を削除します。

例 次に、ユーザーグループの統計情報を表示するために使用されるカウンタをクリアす

る例を示します。

ciscoasa# clear user-identity statistics user-group SAMPLE\users1

関連コマンド 説明コマンド

アイデンティティファイアウォール機能の設定をクリアします。clear configure
user-identity

アイデンティティファイアウォールのユーザーまたはユーザーグ

ループの統計情報を表示します。

show user-identity statistics
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clear user-identity user-not-found
アイデンティティファイアウォールのASAローカル user-not-foundデータベースをクリアする
には、特権 EXECモードで clear user-identity user-not-foundコマンドを使用します。

clear user-identity user-not-found

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(2)

使用上のガイドライン ASAは、Microsoft Active Directoryで見つからない IPアドレスのローカル user-not-foundデー
タベースを保持します。ASAは、データベースのリスト全体ではなく、user-not-foundリスト
の最後の 1024パケットのみを保持します（同じ送信元 IPアドレスからの連続するパケットは
1つのパケットとして扱われます）。

ASA上のローカルデータベースをクリアするには、clear user-identity user-not-foundコマンド
を使用します。

Microsoft Active Directoryで見つからないユーザーの IPアドレスを表示するには、show
user-identity user-not-foundコマンドを使用します。

ヒント

例 次に、アイデンティティファイアウォールのローカル user-not-foundデータベースを
クリアする例を示します。

ciscoasa# show user-identity user-not-found
172.13.1.2
171.1.45.5
169.1.1.2
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172.13.12
ciscoasa# clear user-identity user-not-found

関連コマンド 説明コマンド

アイデンティティファイアウォール機能の設定をクリアし

ます。

clear configure user-identity

ASA user-not-foundデータベースで見つからない Active
Directoryユーザーの IPアドレスを表示します。

show user-identity user-not-found
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clear user-identity user no-policy-activated
アイデンティティファイアウォール用にアクティブ化されていないユーザーの ASAでローカ
ルレコードをクリアするには、特権 EXECモードで clear user-identity user no-policy-activated
コマンドを使用します。

clear user-identity user no-policy-activated

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(2)

使用上のガイドライン どのセキュリティポリシーでもアクティブ化されていないユーザー、つまり、アクティブ化さ

れたユーザーグループに属していないか、アクセスリストまたはサービスポリシーコンフィ

ギュレーションで参照されていないユーザーのローカルレコードをクリアするには、clear
user-identity user no-policy-activatedを使用します。

また、clear user-identity user no-policy-activatedコマンドは、アクティブであるもののまだア
クティブ化されていないユーザーの IPアドレスもクリアします。

アイデンティティファイアウォールのユーザーグループを作成する場合、そのグループをア

クティブ化する必要があります。つまり、グループはインポートユーザーグループ（アクセ

スリストまたはサービスポリシーコンフィギュレーションでユーザーグループとして定義）

またはローカルユーザーグループ（オブジェクトグループユーザーで定義）です。

例 次に、アクティブ化されていないユーザーの ASA上でローカルレコードをクリアす
る例を示します。

ciscoasa# clear user-identity user no-policy-activated
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関連コマンド 説明コマンド

アイデンティティファイアウォール機能の設定をクリアします。clear configure
user-identity

アイデンティティファイアウォールのアクティブ化されたユー

ザーグループのリストを表示します。

show user-identity group
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clear vpn cluster stats internal
VPNクラスタリングの内部カウンタをクリアするには、グローバルコンフィギュレーション
モードまたは特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。

clear vpn cluster stats internal

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

コマンドが追加されました。9.9(1)

関連コマンド 説明コマンド

すべての VPNクラスタカウンタをクリアします。show vpn cluster stats internal
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clear vpn-sessiondb statistics
すべての統計情報、特定のセッション、特定のプロトコルなど VPNセッションに関する情報
をクリアするには、特権 EXECモードで vpn-sessiondb statisticsコマンドを使用します。

clear vpn-sessiondb { all | anyconnect | failover | email-proxy | global | index index_number |
ipaddress IPaddr | l2l | name username | protocol protocol | ra-ikev1-ipsec | ra-ikev2-ipsec |
tunnel-group name | vpn-lb | webvpn }

構文の説明 すべてのセッションの統計情報をクリアします。all

Clears statistics for AnyConnect VPN client sessions.anyconnect

フェールオーバー IPsecセッションの統計情報をクリアします。failover

（廃止）statistics for電子メールプロキシセッションをクリアします。email-proxy

statistics forグローバルセッションデータをクリアします。global

インデックス番号を指定して単一のセッションの統計情報をクリアしま

す。show vpn-sessiondb detailコマンドの出力には、セッションごとにイ
ンデックス番号が表示されます。

index indexnumber

指定した IPアドレスのセッションの統計情報をクリアします。ipaddress IPaddr

VPN LAN-to-LANセッションの統計情報をクリアします。l2l
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statistics for the following protocols:をクリアします。

• ikev1：IKEv1プロトコルを使用したセッション。

• ikev2：IKEv2プロトコルを使用したセッション。

• ipsec：IKEv1または IKEv2を使用した IPsecセッション。

• ipseclan2lan：IPsec LAN-to-LANセッション。

• ipseclan2lanovernatt：IPsec LAN-to-LAN over NAT-Tセッション。

• ipsecovernatt：IPsec over NAT-Tセッション。

• ipsecovertcp：IPsec over TCPセッション。

• ipsecoverudp：IPsec over UDPセッション。

• l2tpOverIpSec：L2TP over IPsecセッション。

• l2tpOverIpsecOverNatT：NAT-Tを介したL2TP over IPsecセッション。

• ospfv3：OSPFv3 over IPsecセッション。

• webvpn：クライアントレス SSL VPNセッション。

• imap4s：IMAP4セッション。

• pop3s：POP3セッション。

• smtps：SMTPセッション。

• anyconnectParent：AnyConnectクライアントセッション。セッション
に使用されるプロトコルに関係なく、AnyConnect IPsec IKEv2セッ
ションおよび SSLセッションを終了します。

• ssltunnel：SSL VPNセッション。SSLを使用した AnyConnectクライ
アントセッションやクライアントレスSSLVPNセッションを含む。

• dtlstunnel：DTLSが有効になっているAnyConnectクライアントセッ
ション。

protocol protocol

IPsec IKEv1セッションおよび L2TPセッションに関する統計情報をクリ
アします。

ra-ikev1-ipsec

IPsec IKEv2セッションの統計情報をクリアします。ra-ikev2-ipsec

指定したトンネルグループ（接続プロファイル）のセッションの統計情

報をクリアします。

tunnel-group
groupname

VPNロードバランシング管理セッションの統計情報をクリアします。vpn-lb

クライアントレス SSL VPNセッションの統計情報をクリアします。webvpn
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コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

ra-ikev2-ipsecキーワードが追加されました。9.3(2)

email-proxyオプションが廃止されました。9.8(1)

OSPFv3セッションタイプとマルチコンテキストモードが追加されました。9.0(1)
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clear wccp
WCCP情報をリセットするには、特権 EXECモードで clear wccp コマンドを使用します。

clear wccp [ web-cache | service_number ]

構文の説明 Webキャッシュサービスを指定します。web-cache

ダイナミックサービス ID。このサービスの定義は、キャッシュによって示さ
れます。ダイナミックサービス番号は 0～ 255の範囲で指定できます。
web-cacheキーワードで指定されるWebキャッシュサービスを含めると、許可
される最大数は 256個です。

service-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.2(1)

例 次に、WebキャッシュサービスのWCCP情報をリセットする例を示します。

ciscoasa# clear wccp web-cache

関連コマンド 説明コマンド

WCCPコンフィギュレーションを表示します。show wccp

WCCPリダイレクションのサポートをイネーブルにします。wccp
redirect
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clear webvpn sso-server statistics
WebVPNシングルサインオン（SSO）サーバーの統計情報をリセットするには、特権 EXEC
モードで clear webvpn sso-server statisticsコマンドを使用します。

clear webvpn sso-server statistics servername

構文の説明 リセットする SSOサーバーの名前を指定します。servername

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表は、このコマンドを入力できるモードを示しています。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(2)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、「保留要求」の統計情報をリセットしません。

例 次に、暗号アクセラレータ統計情報を表示する例を示します。

ciscoasa # clear webvpn sso-server statistics
ciscoasa #

関連コマンド 説明コマンド

暗号アクセラレータMIBにあるグローバルおよびアクセラ
レータ固有の統計情報をクリアします。

clear crypto accelerator statistics

暗号アクセラレータMIBにあるプロトコル固有の統計情報を
クリアします。

clear crypto protocol statistics
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説明コマンド

暗号アクセラレータMIBにあるグローバルおよびアクセラ
レータ固有の統計情報を表示します。

show crypto accelerator statistics

暗号アクセラレータMIBからプロトコル固有の統計情報を表
示します。

show crypto protocol statistics
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clear xlate
現在のダイナミック変換および接続情報をクリアするには、特権 EXECモードで clear xlate
コマンドを使用します。

clear xlate [ global ip1 [ - ip2 ] [ netmask mask ] ] [ local ip1 [ - ip2 ] [ netmask mask ] ] [
gport port1 [ - port2 ] ] [ interface if_name ] [ state state ]

構文の説明 （任意）グローバル IPアドレスまたはアドレスの範囲を指定して、ア
クティブな変換をクリアします。

global ip1 [ - ip2 ]

（任意）グローバルポートまたはポートの範囲を指定して、アクティ

ブな変換をクリアします。

gport port1 [ -port2 ]

（任意）アクティブな変換をインターフェイス別に表示します。interface if_name

（任意）ローカル IPアドレスまたはアドレスの範囲を指定して、アク
ティブな変換をクリアします。

local ip1 [ - ip2 ]

（任意）ローカルポートまたはポートの範囲を指定して、アクティブ

な変換をクリアします。

lport port1 [ -port2 ]

（任意）グローバル IPアドレスまたはローカル IPアドレスを限定する
ネットワークマスクを指定します。

netmask mask

（任意）状態を指定して、アクティブな変換をクリアします。次の 1
つ以上の状態を入力できます。

• static： static 変換を指定します。

• portmap：PATグローバル変換を指定します。

• norandomseq： nat または static 変換を norondomseq設定で指定
します。

• identity： nat 0 識別アドレス変換を指定します。

複数の状態を指定する場合は、状態をスペースで区切ってください。

state state

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

clear l – clear z
100

clear l – clear z
clear xlate



セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン clear xlate コマンドは、変換スロットの内容をクリアします（「xlate」は変換スロットを意味
します）。変換スロットは、キーの変更が行われた後でも存続できます。clear xlateコマンド
は、コンフィギュレーション内の globalコマンドまたは natコマンドを追加、変更、または削
除した後に必ず使用してください。

xlateは、NATまたは PATセッションについて記述します。これらのセッションは、 detail オ
プションを指定した show xlate コマンドで表示できます。xlateには、スタティックとダイナ
ミックという 2つのタイプがあります。

スタティック xlateは、 static コマンドを使用して作成される永続的な xlateです。 clear xlate
コマンドは、スタティックエントリ内のホストをクリアしません。スタティック xlateは、コ
ンフィギュレーションから static コマンドを削除することによってのみ削除できます。 clear
xlate コマンドは、スタティック変換ルールを削除しません。コンフィギュレーションから
staticコマンドを削除しても、スタティックルールを使用する既存の接続はトラフィックを引
き続き転送できます。これらの接続を非アクティブにするには、 clear local-host コマンドか
clear conn コマンドを使用します。

ダイナミック xlateは、 nat コマンドまたは global コマンドを介したトラフィック処理で必要
に応じて作成される xlateです。 clear xlate コマンドを実行すると、ダイナミック xlateおよび
関連した接続が削除されます。 clear local-host または clear conn コマンドを使用して、xlate
および関連した接続を消去することもできます。コンフィギュレーションから nat コマンド
または global コマンドを削除した場合、ダイナミック xlateおよび関連する接続がアクティブ
のまま残る場合があります。これらの接続を削除するには、 clear xlate コマンドを使用しま
す。

例 次に、現在の変換および接続スロット情報をクリアする例を示します。

ciscoasa# clear xlate global

関連コマンド 説明コマンド

ローカルホストのネットワーク情報をクリアします。clear local-host

clear l – clear z
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clear l – clear z
clear xlate



説明コマンド

キャッシュされたユーザー認証および認可情報をクリアします。clear uauth

すべてのアクティブ接続を表示します。show conn

ローカルホストネットワーク情報を表示します。show local-host

現在の変換情報を表示します。show xlate

clear l – clear z
102

clear l – clear z
clear xlate



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


